
学 年 教科等 単元名 日  時 

第２学年 国語科 
「ふたりはともだち」なのか読みとろう 

［教材：「お手紙」］ 
平成 30 年７月３日(火)５校時 

本時に 

おける 

「深い学び」 

かえるくんが何度も窓の外をのぞいた理由を，会話文と地の文の言葉に着目しながら想像していく。この活動

をとおして，「ふたりはともだち」なのかということについて，自分の経験と結び付けて感想をもっていくこと

を「深い学び」とする。 

〔本単元における「言葉による見方」と「言葉による考え方」及びそれらを働かせた主な言語活動〕 

言葉による見方 言葉による考え方  言語活動 

 使われている言葉へのイメージを

もつ。会話文や地の文に着目する。 

 自分の経験と結び付け

て，二人の関係性を考える。 

  「ふたりはともだち」なのか考え，

登場人物へ手紙を書いて伝え合う。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言葉にかかわらせるための言語活動の在り方①「言葉による見方」と「言葉による考え方」を働かせた言語活動の設定 

かえるくんは，何度も窓の外をのぞいているね。このときの二人に「一言手紙」を書いてみよう。 

「自分だったらどうするか」ということも，書けるといいね。 

言葉にかかわらせるための言語活動の在り方②言語活動の効果を高める指導過程の工夫 

 

言葉にかかわりながら「知識及び技能」を習得・活用させる手立て 

かえるくんとがまくん 

が，お互いにどれくらい友

達と思っているか，数値で

表す「ふたりはともだち」

グラフを描かせた。 

 

御意見・御質問はこちら（研究部アドレス） 

miyafuken@cc.miyazaki-u.ac.jp 

 

「自分のしたこと

と結び付けて考える

力」を身に付けさせる

ために,「自分だった

ら」という視点で，友

達関係について，二人

へ一言手紙を書かせ

た。 

授業をふりかえって･･･ 

 本単元における「言葉による見方・考え方」を明確にしたことで，深い学びに向かう糸 

口は見えたが,「見方」と「考え方」は区別せずに同時に働かせていく場面が多いことに気 

付いた。また，手立てが多すぎることで，却って本時の目標を達成できなくなっている。 

活動を精選して，子どもにとってシンプルな思考過程をつくっていきたい。 

 かえるくんは，がまくん

に早く手紙を読んでほし

いんだよね。ぼくだった

ら，友達にこんなことしな

いな。 

一単位時間の前半と後

半にグラフを描き，二人へ

「一言手紙」を書かせるこ

とで，自分の考えの変容に

気付けるようにした。 

 

 

 かえるくんは，早く手紙が

届いてほしいと思っている

ね。がまくんは， 

まだ気付いていないよね。 

 

  

はじめは，かえるくんのグラフを

真ん中くらいにしていたけれど， 

やっぱり，もう少し高そうだな。 

 かたつむりくんが

早く来ないか ,ドキ

ドキしていることが

分かったので，かえ

るくんのグラフは，

一番上にしました。 

 最後の「まどからのぞ

きました。」のところに

は，「おもいっきり」と

いう言葉を書きました。

どうしてかというと，

「早く手紙が来てほし

い」という気持ちが強く

なっているからです。 

「かえるくんは，まどからのぞきました。」が繰り返さ

れているね。みんなだったら，何という言葉を付け足す？ 

 はじめに比べて，「ふた

りはともだち」グラフは

どうなったかな？ 

 

 そうか。この前に，「あき

あきしたよ。」と，がまくん

が言っているもんね。 

言葉の働きへの気付き 

経験と結び付けた考えによる話合い 
⇒考えの変容 

 二人の会話文を根

拠にして，「手紙が早

く来てほしい」という

かえるくんの思いに

気付かせるために,か

えるくんの行動を表

す地の文に言葉を付

け加えさせた。 

 



授業実践計画 

○ 指導計画（11 時間）：詳細については次頁に記載 

 

 

 

 

 

 

○ 本時の目標 

 

 

○ 指導過程 

学習活動及び学習内容 教師のかかわり 

１ 本時の学習について話し合う。 

 ○ 挿絵の比較 

 ・ 窓の外をのぞくかえるくんの挿絵２枚 

○ 学習範囲の音読（P60ℓ７～P63ℓ５） 

○ 本時のめあて 

 

 

 

２ 二人の関係性について，自分の考えをもつ。 

 ○ 「ふたりはともだち」グラフ 

 ○ 二人へ一言 

 

３ かえるくんの行動を表す地の文に，言葉を付け足す。 

 ○ 繰り返されている地の文への付け足し 

  

 

 

 

４ かえるくんの行動の様子や理由について話し合う。 

 ○ かえるくんの行動の様子  

   

 

 

 

 

 ○ かえるくんの行動の理由 

 

 

 ○ 「ふたりはともだち」グラフ（修正） 

 ○ 二人へ一言（修正） 

 

５ 本時の学びをふりかえる。 

 ○ 学習範囲の音読（役割読み） 

 ○ 「したことや言ったことの理由を想像する力」 

と「自分のしたことと結び付けて考える力」を基にした 

ふりかえり 

○ 本時の場面の挿絵（「窓から郵便受けを見るかえるくん」

と「窓の外をのぞくかえるくん」）を提示する。 

  挿絵を比較させることで，かえるくんの体の位置や表情

に気付かせ，かえるくんが何度も窓の外をのぞいている様

子や理由について問題意識をもつことができるようにす

る。 

 

 

○ 「ふたりはともだち」グラフを描き，友達関係について，

二人へ一言手紙を書かせることで，現段階での二人の関係

性について考えをもつことができるようにする。 

 

○ 「同じ文が繰り返されているのは，どこかな。」と発問

し，窓の外をのぞくという行動を表す地の文に気付かせ

る。どのように窓の外をのぞいたのかという視点で，ペア

で言葉を付け足させることで，かえるくんの行動の様子や

理由について考えを広げられるようにする。 

 

○ 付け足した言葉の根拠を明確にして，発表させること

で，二人の会話文と関連して，かえるくんの行動の様子を

話し合うことができるようにする。 

○ 「かえるくんは窓の外をのぞくようになったけれど，話

していることは変わっていないか。」と投げかける。それ

により，かえるくんの会話文の言葉も，「手紙が早く来て

ほしい」という思いが表れているものに徐々に変わってい

ることに気付けるようにする。 

○ 「自分だったら」という視点を入れて，「ふたりはとも

だち」グラフと二人への一言手紙を改めて見直させること

で，自分の経験と結び付けて，二人の関係について感想を

もつことができるようにする。 

 

○ 学習したことを基に，かえるくんとがまくんをペアで分

担して音読し，音読のよかったところを伝え合わせること

で，本時の学びに対する成就感を味わうことができるよう

にする。 

○ めざす子どもの姿 

  

 

⑴ 単元のゴールの姿から単元のめあて及び学習計画を設定する。                     ２時間 
⑵ 新出漢字と語句の意味を確認し，教材の大体の内容を捉える。                     ２時間 
⑶ 登場人物の行動や会話を基に，かえるくんとがまくんの関係について，感想を伝え合う。         ５時間 
・ 悲しい気分で手紙を待つ二人・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 
・ がまくんに急いで手紙を書くかえるくん・・・・・・・・・・・・・・・・１ 
・ 手紙を待つのを止めたがまくんと，がまくんを励ますかえるくん・・・・・１（本時） 
・ 幸せな気持ちで手紙を待つ二人・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 
・ 手紙を受け取るがまくんと，それを見届けるかえるくん・・・・・・・・・１ 

⑷ 「ふたりはともだち」なのかということについて，感想を伝え合う。                  ２時間 
 

 かえるくんの行動の様子や理由を想像し，手紙を待つのを止めたがまくんと，がまくんを励ますかえるくんの関係につい

て，自分の経験と結び付けて感想をもつことができる。 

かえるくんは，がまくんに早く手紙を見せたくて，何度も窓の外をのぞいていたんだね。私だったら，

ここまで，がまくんのことを大切に思えないな。そんなかえるくんの思いに，がまくんも気付いてあげ

ればいいのに。                              【思考・判断・表現】 

 まどの外を何どものぞいているかえるくんのようす

をそうぞうして，二人へお手紙を書こう。 

10 

０ 

がまくん  かえるくん   

 がまくんに早く手紙を見せたくて，そわそわしていた
から。 

・ まどから ゆうびんうけを     見ました。 

 ⇒ちらっと，まちどおしそうに           等 

・ まどから       のぞきました。 

 ⇒ゆびをくわえながら，早く来てと思いながら    等 

・ まどから       のぞきました。 

 ⇒おそいなと思いながら，そわそわしながら     等 



○ 教材分析 

 



○ 単元指導計画（11 時間） 

段階 
主な学習活動及び学習内容 

※ 吹き出しは予想される子どもの問題意識や目的意識 
教師のかかわり 具体的な評価規準 

 
生 
み 
出
す 
 
 
⑵ 

１ 単元のゴールの姿から単元のめあてを設定す

る。                   ＜１時間＞ 

 ○ 身に付けたい言葉の力 

◇ したことや言ったことの理由を想像する

力 

◇ 自分のしたことと結び付けて考える力 

 ○ 単元のめあて 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 教材を通読し，学習の見通しをもつ。       

＜１時間＞ 

○ 初発の感想 

○ 「自分にとって，友達とはどういう人か。」という

テーマで，自分の考えを書かせる。予想される考えは

次のとおりである。 

 ・ いっしょにいて楽しい。 

 ・ 困ったことがあると，助けてくれる。   等 

  このように，友達とは，どのような存在かを考えさ

せることで，友達関係について考えていく本単元の学

習に結び付けられるようにする。 

○ 本教材の扉絵を提示し，「ふたりはともだち」とい

う本の中の一作品であることを知らせる。 

そのうえで，「どんなところが友達なのだろう。」

と投げかけることで，二人の関係に関心をもち，友

達関係ついて二人に手紙を書くという単元のゴール

への意欲をもてるようにする。 

 

○ 題名読みを行い，どのような「お手紙」なのか想像

して通読し，初発の感想を交流させることで，単元の

ゴールへの見通しをもてるようにする。 

○ 物語の内容と自分の

経験を結び付けて感想

をもつことに関心をも

ち，「ふたりはともだ

ち」なのか読み取って

いくことに意欲をもっ

ている。   （態度） 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
挑 
む 

 
 
⑺ 
 

３ 新出漢字と語句の意味を確認し，教材の大体の

内容を捉える。         ＜２時間＞ 

 ○ 新出漢字と語句の意味の確認 

 ○ 教材の大体の内容 

 

 

 

 

４ 登場人物の行動や会話を基に，かえるくんとが

まくんの関係について，感想を伝え合う。                

＜５時間＞ 

○ 悲しい気分で手紙を待つ二人 

 

 

○ がまくんに急いで手紙を書くかえるくん         

 

 

○ 手紙を待つのを止めたがまくんと，がまくん

を励ますかえるくん 

 

 

  

○ 幸せな気持ちで手紙を待つ二人 

 

 

 ○ 手紙を受け取るがまくんと，それを見届ける

かえるくん 

○ 新出漢字と「親友」等の言葉の意味を確認させるこ

とで，語句と語句との関係に着目しながら，二人の関

係を捉えられるようにする。 

○ 無作為に並べられた挿絵を並べ替えさせる。さら

に，場面ごとに挿絵をまとめ，場面に名前を付けさせ

ることで，教材の大体の内容を捉えられるようにす

る。 

 

○ 身に付けさせたい資質・能力に迫るため，場面ごと

に，次のような言語活動に取り組んでいく。 

 ・ かえるくんとがまくんが，お互いにどれくらい友

達と思っているか，数値で表す「ふたりはともだち」

グラフを描かせる。 

 ・ 「自分だったら」という視点で，友達関係につい

て，二人へ一言手紙を書かせる。 

 ・ 一単位時間の前半と後半にグラフを描き，二人へ

一言手紙を書かせることで，自分の考えの変容に気

付けるようにする。 

○ 同じ地の文が繰り返し書かれている場面では，地の

文に言葉を付け足させることで，会話文と関連させな

がら，かえるくんやがまくんの行動の様子や理由につ

いて想像できるようにする。 

○ かえるくんやがまくんの表情や動き等に着目して，

挿絵を比較させたり，動作化や音読に取り組ませたり

することで，登場人物の行動の様子や理由を想像する

根拠を明確にもてるようにする。 

○ 最後の場面では，手紙を待っている４日間の二人の

行動を想像して，考えを伝え合わせることで，二人の

関係性について，考えを広げたり，深めたりできるよ

うにする。   

 

○ 友達関係を表す語彙

を増やしている。 

       （知・技） 

 

 

 

 

 

○ かえるくんとがまく

んの行動の理由を想像

している。  

（思・判・表） 

       

 

○ 自分の経験と結び付

けて，友達関係につい

て，二人へ一言手紙を

書いている。  

     （思・判・表） 

 

○ かえるくんやがまく

んの行動を表す地の文

や会話文の中の言葉の

働きに気付いている。     

（知・技）    

     

 

生 
か 
す 
 
 
⑵ 

５ 「ふたりはともだち」なのかということについ

て，感想を伝え合う。                     

＜２時間＞ 

○ 読み聞かせ（「ふたりはともだち」の他の作

品） 

 ○ かえるくんとがまくんへの手紙の作成 

 ○ 手紙の交流 

 

○ 「ふたりはともだち」の他の作品について，読み聞

かせを行うことで，本教材で捉えた二人の関係性と関

連させながら，友達関係について，かえるくんとがま

くんへの手紙を書けるようにする。 

○ 手紙を書く際に，「自分だったら」という視点を入

れて，二人のどのようなところが友達なのかを明らか

にさせることで，自分の経験と結び付けて感想をもつ

ことができるようにする。 

○ 書いた手紙をグループで交流し，それぞれが考える

友達関係のよさを伝え合わせることで，学習の成就感

を味わい，自分の経験と結び付けて考えるということ

の有用性を実感できるようにする。 

 

○ 自分の経験と結び付

けて，友達関係につい

て感想をもっている。      

（思・判・表）         

○ 他の作品でも，地の

文や会話文の中の言葉

の働きに気付き，手紙

を書くことに生かして

いる。   （知・技） 

○ 自分の経験と結び付

けて感想をもてたとい

う成就感を味わってい

る。     （態度） 

 

「ふたりはともだち」なのか，自分とくらべ

ながら読み，二人にお手紙を書こう。 

この二人のどんなところが友達なのか，見付ける
ぞ。ぼくだったら，友達には優しくするな。 

本時 
３／５ 

 どんな順序で，お話がすすんでいくのかな。 

 かえるくんは，何が悲しいのかな。 

かえるくんは，どんな様子で手紙を書いたのかな。 

どんな感じで，二人は話しているのかな。 

二人とも，同じ気持ちで手紙を待っているところが
すてきだな。私にも，こんな友達がいるから，うれし
いな。 

手紙を待っている間，二人は何をしていたのかな。 

どうして，かえるくんは，何度も窓の外を見たの
かな。 


